




















































大晦日 91.3 6.0 7.4 104.7
正月3が日 94.0 10.1 16.2 120.3
書き初め 7.4 1.1 8.4 14.9
七草がゆ 46.6 1.7 3.2 51.5
鏡開き 43.8 3.8 8.1 55.7






















133.0 80.Q 60.8 48.8 23.B 0.D
団楽しかった0
匹詔思い出に残ったo
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テ レ ビの種 子 9.4
も うでや 初 日の 出 26.4
か な荷 の様 子 4.4
ん だ 空 気 0.6
年 の挨 拶 10.7
宜 状 交 換 18.8
松 や 正 月飾 り 10.0
その 他 4.4
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表3正月で一番いいと思ったこと
:o
好き虹と粕虹できる 8、9
fL噌批触る 10.0
宣長と事,くりできる 12.3
山とi1てたくさん0^t圭え石8.7
1時王や1レt.ントがもらえる 52.0
こちモうtA<た,、馳看捕る 3.4
その他 3.4
4. 結論
本報では伝統的年中行事の中でも卓も関わりの強い正月行事と子どもとの関
係を一連の諸行事に対する認知及び実施状況とその捉え方をアンケート調査と
子どもの心をとらえた場面の写真と思い出を書いた子どもの絵により明らかに
しようとしたものであり、以下のように総括出来る.
年中行事としての正月に関連した行事は正月三が日だけでなく、その準備段
階からどんど焼きまで多彩な伝統的な事柄を小学生のいる家庭では子ども自身
か家族とともに関与した家庭が多く、そのため子どもの伝統行事に対する認知
率も高い傾向にある. ただその行事の種類や内容の多さや方法には家族形態の
影響が大きく作用している. 三世代家族に比べ、核家族では伝統的なものの継
承による喜びや思い出にとらわれず新しい家族行事を見つけて楽しんでいる.
子どもから見れば正月は何といっても第-は「お年玉」で、続いて「年賀状を
もらう」「初詣」「初売りに行く」「親戚を訪問する」などが正月を代表する
行為であり、楽しみ、思い出として心に深く残っている。 昔の子どもの状態を
比較するデータはないが、「お年玉」「初売り」「親戚訪問」は現代っ子の1
年間待ち臨む正月の象徴とも考えられる. また一方では神社-の初詣をし、家
族と共に何となく手を合わせる習慣を信心とは無関係に形式的に踏襲している.
したがって正月は歳神を迎えての年のあらたまりを祝うといった面は子どもに
は伝わっていないが、特別な休暇で家族や親戚が集まって日頃見慣れない伝統
的な料理や道具立て、室礼に物珍しさを感じているのが現状といえよう. しか
しわずかしか認められないが、伝統的な行事や遊び行為の経験をした子どもは
それなりに思い出として心に留めている点で、同じ行事をする場合にも商業ベ
ースで形のみを家庭に取り込む方法ではなく、より教育的意味を持った思い出
になる取り入れ方や各家庭特有の次代の子どもにより意味のある新しい正月づ
くりを考えていくことも、時代に即応しつつ新旧両方の生活文化を重視する上
からは重要である.
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